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京
都
哲
学
会
規
約

一
、
本
会
は
広
義
に
お
け
る
哲
学
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
図
る

　
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
・
石
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う
。

　
e
会
誌
「
哲
学
研
究
」
を
発
行
す
る
。

　
⇔
毎
年
公
開
講
演
会
を
開
く
。

　
⇔
随
時
研
究
会
を
開
く
。

三
、
本
会
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く
。

　
委
員
は
京
都
大
学
文
学
部
哲
学
科
教
官
及
び
委
員
会
に
お
い

　
て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る
。

四
、
本
会
は
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
。
賛
助
員
は
会
員
の
中
か

　
ら
委
員
会
が
推
薦
す
る
。

五
、
本
会
は
会
員
組
織
と
し
会
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

　
い
。
学
校
・
図
書
館
・
其
他
の
団
体
は
団
体
の
名
を
以
て
入

．
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
会
員
は
年
会
費
一
、
○
○
○
円
と
会
誌
代
五
、
○
○
○
円

　
（
数
冊
分
）
を
前
納
す
る
。

七
、
会
員
は
会
誌
の
配
布
を
受
け
会
誌
に
予
告
す
る
諸
種
の
行

　
事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

八
、
本
会
は
事
務
所
を
京
都
大
学
文
学
部
内
に
お
く
。

九
、
規
約
の
改
正
は
委
員
会
の
決
定
に
よ
る
。
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會

告

京
都
哲
學
會
公
開
講
演
會
豫
平

日
　
蒔
　
　
十
一
月
三
日
（
火
）
午
後
一
時
牛

會
場
　
京
都
大
畢
文
學
部
第
七
講
義
室

一
、
近
代
日
本
に
お
け
る
「
敏
養
」
の
問
題
…
…
…
－
京
都
大
學
助
敏
擾
　
筒

井

清

忠

一
そ
の
歴
史
計
…
會
學
的
考
察
一

XXX
一、

ﾟ
世
初
頭
に
お
け
る
自
然
書
芸
と
自
然
科
學
…
：
京
都
大
學
教
授
　
薗

右
終
了
後
樂
友
會
館
に
お
い
て
懇
談
晩
餐
會
（
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
）
を
開
き
ま
す
。
（
會
費
五
千
圓
）

所
厨
機
關
長
宛
出
張
許
可
依
頼
駄
御
入
用
の
方
は
京
都
哲
學
曾
ま
で
お
申
出
下
さ
い
。

當
分
の
闘
、
本
學
會
公
開
講
演
會
は
毎
年
十
一
月
三
日
、
京
都
大
學
文
學
部
で
開
催
い
た
し
ま
す
Q

李
成
四
年
九
月
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都
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哲
学
研
究
　
第
五
菅
五
十
八
号

〔
内
容
見
出
し
〕
人
聞
の
科
学
特
別
委
員
会
の
設
置
、
ヒ
ト
・
ゲ
ノ

ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
つ
い
て
一
生
命
科
学
と
生
命
工
学
特

別
委
員
会
報
告
、
大
学
等
に
お
け
る
化
学
の
研
究
環
境
の
整
備
に
つ

い
て
1
他
学
研
究
連
絡
委
員
会
報
告
1
〔
要
旨
〕
、
平
成
二
年
度
共

同
主
催
国
際
会
議
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国
際
社
会
科
学
団
体
連
盟
（
I
F
S
S
O
）
第

9
大
会
・
総
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催
、
日
本
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術
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議
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催
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催
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双
書
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会

告

一
、
本
会
は
会
員
組
織
と
し
会
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
1

　
せ
ん
、
入
会
希
望
の
方
は
ト
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町
京
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
0

　
大
学
文
学
部
内
京
都
哲
学
会
（
振
替
口
座
京
都
ニ
ー
四
〇
三

　
九
番
　
京
都
哲
学
会
）
宛
に
年
会
費
一
、
○
○
○
円
と
会
誌

　
代
五
、
○
○
○
円
（
数
寸
分
）
を
お
払
込
下
さ
い
。

　
又
会
員
へ
の
会
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
及
び
発
売

　
に
関
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
田
区
一
番
町
一
七
番
地
創
文

社
（
振
替
口
座
東
京
ニ
ー
九
二
四
七
二
番
）
宛
に
願
い
ま
す
。

一、

?
員
の
転
居
・
入
退
会
の
事
務
及
び
編
輯
事
務
の
一
切
は

京
都
哲
学
会
宛
に
御
通
知
下
さ
い
。

・一

A
本
誌
の
編
輯
に
関
す
る
通
信
・
新
刊
書
・
寄
贈
雑
誌
等
は

　
本
会
宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

京
　
都
　
哲
　
学
　
会

　
0
1
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
ひ

　
6
0
京
都
大
学
文
学
部
内

編
輯
担
当

　　　平平
　　　馨

構木水噸翻
　　　　ナ野曾都葦

原　垣哲禽
　硯好
　　　学

株
式
　
旺

　
　
　
　
　
　
文

会
社
合
層

久
保
井
　
浩

孝三巴町会

発
売
所

豊本
事
務

所社

印
　
測
　
所

俊社

爬
東
京
都
千
代
田
区
一
番
町
一
七
一
三

照
束
京
都
文
京
区
闘
口
一
一
四
四
…
七

電
　

諾
　
○
鶯
一
一
蟹
一
二
三
五
－
四
M
一
二
轟
ハ
｝

振
　
替
　
東
　

京
　
二
一
九
一
一
四
七
瓢

暁
印
捌
株
式
会
縫

皿
東
京
都
文
京
区
関
口
一
一
四
四
一
四

　
　
　
　
註
　
文
　
規
　
定

一
、
会
員
以
外
の
購
読
者
の
御
註
文
及
び
広
告
掲
載
に
関
す
る

件
は
「
創
文
社
」
へ
御
申
込
下
さ
い
。

一、

{
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
送
料
七

三
円
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
。
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